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１ はじめに
黒のモードは、今ではすっかり日常の服になってい
る。デザインや素材、そしてスタイリングによってさ
まざまな表情を作る「黒」であるが、パリコレの中で
どんな黒のモードが発表され、衝撃を与えたり、影響
を与えたりしながら変化していったのか考察してい
く。
２０世紀初めまでは喪の色でしかなかった黒の服が、
日常着や夜のおしゃれ着になったきっかけから、時
代、時代の変遷を見ながらエポック・メイキングと
なったデザイナーと黒のアイテムを取りあげる。
２ １９７０年代後半
１９７０年代のパリ・プレタポルテ・コレクションは、
いわばプレタポルテの黎明期である。オートクチュー
ルの年２回の新作発表「パリ・コレクション」に倣っ
て、プレタポルテのパリ・コレクションが行われるよ
うになったのが７０年代である。１９７６春夏プレタポルテ
で初めてオートクチュールの各メゾンとクレアトゥー
ル・ドゥ・モードのメンバー５人（ケンゾー、ソニ
ア・リキエル、カール・ラガーフェルド、エマニュエ
ル・カーン、ジャクリーヌ・ヤコブソン）がまとまっ
て、ポルト・マイヨにあるパレ・デ・コングレ（会議
場）の会場でショーを見せたのである（しかしソニア・
リキエルだけは自分のブティック内で見せた）。
「パリコレ」という言葉がオートクチュールのコレ
クションをさしていた時代から、プレタポルテが隆盛
になるにつれ、自然にその言葉の意味も変わってい
き、いつの間にかパリコレといえばプレタポルテのパ
リ・コレクションをさすようになったのである。
この時代の「黒のモード」といえばソニア・リキエ
ルであろう。本人自らが常に黒のモードを身につけ、
愛用するクルマも黒（日本車）であり、自分でそのク
ルマを運転してパリの街を走っていた。
ソニア・リキエルはそれまで普段着に過ぎなかった
ニットを洗練されたおしゃれ着に格上げして、ひとつ
のスタイルを作りあげたことが高く評価される。ソニ
アのコレクションの大半が着易く肩の凝らないニット
やジャージィ素材で、昼間から夜の外出時にも着られ
るという点がそれまで誰も試みたことがなく革新的で
あった。「ニットの女王」と呼ばれているが、そのこ
とについて本人は「たぶん私が初めてニットを、布地
と同じように使ったからでしょう。他の人が布地で
やっていたことを、私はニットでやりましたので、そ
う呼ばれるのでしょう。まるで第二の皮膚のように繊
細なやり方でニットを使いました。これは、以前には
全く存在しなかったことで、世界的にユニークでし
た」１）
また、ソニア・リキエルは「私の〈旗印色〉、それ
は黒である」２）と明言していて「女性が他の女と違っ
て、唯一の存在となるためには、色はとても大切。私
にとってそれは黒である」という考えに従っていつも
黒い服を着ているのだという。また、「自分の色を見
出すことは、自分を解放すること」とも言っている。３）
自ら常に黒を着こなし、黒のイメージがあるソニ
ア・リキエルであるが、コレクションでは黒ばかりで
なく、赤、ブルー、黄色、生成りなどクリアな色をむ
しろ前面に強く打ち出すことも多い。色について明確
な考えを持っているデザイナーでもある。「私は黒が
好きです。黒は他の色の存在を許す色であり、黒なし
では使えないほど、他の色は強烈すぎるのです。こう
いう強すぎる色は黒で囲む必要があります。私はたい
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へんカラリストですから、黒ゆえ他の色にあこがれま
す。黒を着ることは難しいといいますが、もちろんそ
れは難しい。扱うのに難しい色だし、動かすにも大変
な色です。各々が自分の色を持ち、自分の好きな色を
見つけるように、私の色は黒で、黒は私にとって重要
な色なのです」４）と語っている。
黒のモードとともにもう一つ言及しておきたいこと
がある。それはソニア・リキエルが７０年代にセンセー
ショナルな話題を巻き起こした、ヘムの折り返しのな
い断ちっぱなしのスカートや裏と表を逆にした縫い代
を表に出した仕立てである。それは当時「アンチ・ク
チュール」と呼ばれ、他のデザイナーにも影響を与え
たものだ。なぜヘムは折り返さなくてはならないの
か？ そんなこうあるべきだという既成概念を打ち
破って、自分のイメージする服のニュアンスを優先す
る服作りをした。折り返しなしや裏なしの服は軽く仕
上がり、ソニア独特のソフトなシルエットはこうして
できあがっている。
後にソニアはその頃を振り返ってこう語っている。
「私は当時、モードに存在していたものすべてを壊し
た。私自身のモードを打ち出すために。体にぴったり
のセーターとか裏を表に出したもの、裾は切りっぱな
しとか…。」５）
あるとき見返しが表になって出来上がってきたサン
プルがボディにかかっていて、それを見たとき「あ
らっ、美しいじゃないの！」と思って、そのまま作る
ことにしたのだという。失敗が生んだ思わぬ発見であ
る。ソニア・リキエルの既成概念にとらわれない判断
だった。最初からアンチ・クチュールを作ろうと思っ
たわけではないソニアの柔軟性が斬新なモードを生ん
だのだった。
８１秋冬コレクションでは、ショーの舞台も真っ黒に
しつらえて、１８年間の集大成となる「黒」をテーマに
したコレクションを発表した。「重要なのは“黒”は
決して悲しい色ではないということです。大変難しい
色ですが、むしろ明るい顔の表情を表わす色と言える
でしょう。そして“黒”はいつもカラフルな色のそば
にある色であります。今シーズンのテーマ“黒”のイ
メージは、コレクションのトップに登場した黒いニッ
トにもはっきりと色文字で書いてあります。『ブラッ
ク・イズ・ビューティフル』『ブラック・イズ・ベス
ト』『ブラック・イズ・ブリリアント』というよう
に。６）（図１、図２）
ソニアの好む素材がある。ジャージィとニットだ。
シーズンが変わってもいつも必ずこれらの素材は使わ
れている。「そう、私は本当にいつも同じ素材を使っ
ているわね。人にはそれぞれ独自の道具があると思う
の。たとえばバイオリニストは、いつも同じバイオリ
ンを使うように。これはとても大事なことです。私が
なぜいつも同じ素材を使うかというと、ジャージィは
私の素材なのよ。」７）体にしなやかに寄り添うジャー
ジィこそソニアの服の真髄を表すものである。
また、ソニアは光るパイエットやラインストーンを
よく用いる。服そのものがシンプルなのでこれらの光
りものはアクセサリーのような効果を出して、ソニ
ア・リキエルの服の特徴となってスタイルを特徴づけ
ている。
３ １９７８年春夏 フレンチ・パンク
このシーズンでいちばんの話題、それもかなり衝撃
的な話題になったのは「フレンチ・パンク」である。
この時初めて、パンクがパリコレに登場したのである。
パンクはイギリスの現象（出生はアメリカだといわ
れる）が、フランスに上陸してきて、パリでも若者が
集まるレ・アールなどで風俗としてパンクの音楽や現
象が流行となっていた。その若者たちは皆同じように
黒革のブルゾンとパンツルックという格好をしてい
た。ジッパーのたくさんついた黒い服、鎖を首に下げ
たり足に巻いたり、手錠、ナイフやカミソリ、髪を短
く切ったヘアスタイルなどが特徴である。
イギリスでパンクが爆発したのは、エリザベス女王
をからかった歌で話題になったグループ「セックス・
ピストルズ」が火付け役になった。女子も男子と同じ
ような格好をし、仕事もせず（したくても就職難で仕
事に就けない）、右翼でも左翼でもエコロジストでも
なく（パンクは田園よりも都会を、セメントでできた
ビルを好むという）、むしろどちらかというとニヒル
なアナーキストだという。８）
ロンドンのストリートのアンチ・モード、アナー
キーなパンクが、「パリ・モード」というフィルター
－ 15 －
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を通して、このシーズンのパリコレでクロード・モン
タナによってこの上なく洗練された「フレンチ・パン
ク」となったのである。（図３、図４）
しなやかな革素材に、肩からは鎖がまるで美しいア
クセサリーのように揺れる様は、本物のパンクとは
打って変わって、パンクがモードに昇華されたもので
あった。迫力満点のこの意表をついた目の付けどころ
が何といっても新鮮であった。このときのフレンチ・
パンクは洗練されているが故に、パンクファッション
の特徴となっている「黒」が前面に押し出されたわけ
ではなかったが、このコレクションが契機となって、
その後のパリコレにパンクの影響がしばしば見られる
ようになる。それは２０１６年の現在まで続いている。
ここで「パンク」PUNKの語源について引用して
おきたい。辞書（ジーニアス英和辞典）では、「くだ
らない人間、ちんぴらやくざ、同性愛の相手の少年」
とある。「本来はホモのサド＆マゾプレーで主人役が
奴隷役を呼びつけるときに使われたスラングで、その
時、奴隷は鎖につながれ、胸にピンを刺され、犬の首
輪とコックリングをはめられ、主人のブーツに押しつ
けられた情けない格好のまま、主人の手にしたハサミ
で髪の毛を刈り取られる。
ロンドンっ子たちがパンクヘアと呼び、色とりどり
に染め分けて粋がっているあの頭は、本来が奴隷の印
であったのだ。」９）
４ ８０年代の「黒」
１９８１年に日本からパリに進出した川久保玲のコム・
デ・ギャルソンと山本耀司の２人が見せた８２年秋冬の
黒のモードは、パリのモード界で大きな反響を呼ん
で、「美の逆転」とか「黒の衝撃」といわれた。既成
のファッション界に突きつけた２人の異議申し立て
は、すなわちその西欧的な考え方とは異質な視点が盛
り込まれているものだった。
身体に沿わないダボダボの服、水平ではない裾のラ
イン、不規則に穴があいた非対称のモノトーンのドレ
スは「貧乏ルック」とか「ボロルック」ともいわれた。
川久保玲は「服には主張がなければならない」１０）と
いう哲学をもっている。それは既成のものにはとらわ
れないということであり、またもっと強く、自分の信
じる既成のものにはない美を構築してしていくという
信念すら感じる。既成のものを一切排し、常に「ゼロ
から出発」すれば、主張のあるものになるという考え
方だ。こういう信念があるからこそ既成の服づくりの
概念にはとらわれなかった。
先に書いたように、当時「ボロルック」と言われた
のは、これは既成概念派からの見方であって、そんな
既成概念を取り払ってみれば、新しい服、既成の常識
にはない美しさをもった服なのであった。ダボダボの
ビッグなシルエットは、女性のボディをより際立た
せ、イレギュラーに穴のあいたものはレースの一種と
みれば、不規則の美が漂う。服の美しさは一種類では
ないことを気づかせてくれたのだった。（図５、図６）
山本耀司は大学卒業後、文化服装学院に入って、そ
の後、１９７２年に自分の会社を創設する。そして自分の
会社を作ってからも、プレタポルテと同時にオートク
チュールの分野にも取り組んだという。このことが山
本耀司の技術を確実なものにした。ヨウジヤマモトの
服はカッティングの素晴らしさで定評がある。のちに
クリスチャン・ディオールのニュールックへのオマー
ジュの服などクチュール・テクニックを駆使した服も
発表し、ヨージ・ヤマモトの服は「ニュークチュール」
とも呼ばれる。２００２年にはパリのオートクチュールの
時にコレクションを発表している。これはオートク
チュールかプレタかは見る人の判断に委ねるというも
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のであった。オペラ・ガルニエで行われたショー（図
７）は、建物の重厚な内装と彼のモダンなフォルムで
表現された黒い服とが互いに引き立て合っていた。山
本耀司の服作りの技術を支えているのはオートク
チュールのカッティングにあることが証明された。
山本耀司はこんな風にも語っている。「私は完璧を
醜いと感じる…。ほころびや欠損したところ、不揃い
や歪みを見るのが好きなんだ。」１１）既成の枠外で美に挑
戦する心意気とより高度な技術を駆使して完璧な美を
求めるオートクチュールのはざまで葛藤しながら作り
出す山本耀司の服づくりの姿勢がうかがえる。この葛
藤が彼のクリエーションにさらなる前進を促している
のだろう。（図８、図９）
さて、「黒」についてであるが、川久保玲と山本耀
司が「黒」を使う理由を考えると、まず、いかにも女
らしい色彩を拒否することにあるだろう。そして黒は
既成のモードへの反逆を象徴する色であり、精神的な
強さを表し、かつモダンでエレガントな色ということ
が言えよう。
「黒」を取り上げるにしても２人は既成の外側にあ
るものを提示し、黒でもなく、紺でもなく、茶でもな
く、それらを交差させた深い「黒紺」の微妙で奥行き
のある「日本の黒」とでも言えそうな色彩を示した。１２）
５ アントワープ派、マルタン・マルジェラとアン・
ドゥムルメステール
１９８０年代末から活躍をし始めたのがマルタン・マル
ジェラである。他のアン・ドゥムルメステール、ドリ
ス・ヴァン・ノッテン、ダーク・ビッケンバーグ、
ウォルター・ヴァン・ベイレンドンク、ダーク・ヴァ
ン・セーヌら６人はいわゆる「アントワープの６人」
と呼ばれ、この中でマルジェラはとりわけ川久保玲と
山本耀司の影響を強く受けた。
マルタン・マルジェラとアン・ドゥムルメステール
の二人は、デザインの方向性としては「反モード」で
ある。当時ニューヨークの流行も加わって「グランジ」
とか「グランジルック」と呼ばれ、脱構築服で注目さ
れた。「デストロイファッション」とも言われる。特
徴は西欧服をいったん解体し、それから再構築するも
のである。そして色は「黒」が断然多く使われる。
縫い代やダーツを表に出したままの服作りで、マル
タン・マルジェラは、いつも隠されている方の服の裏
に惹かれると語っている。この考え方には先に述べた
山本耀司の志向に近い部分が見受けられる。ヘムや袖
口は切りっぱなしのままだが、しかし服の土台になる
カッティングや仕立ては、テーラードの基本をしっか
り押さえているのだ。
マルジェラはアントワープの王立アカデミーで学
び、卒業後ミラノでモードのことを実地で学び、その
後ジャン・ポール・ゴルチエのアシスタントとして３
年間働いた。そんな経歴がマルジェラの服作りの基礎
になっていることは確かである。独立する前に蓄積し
た技術や経験に自分の視線を盛り込んで、アンダーグ
ランドとも言えそうな独自性を打ち出している。
１９９０年秋冬ではほころびのある服、イレギュラーな
穴がいくつも開いたニットなどデストロイファッショ
ンで迫力を見せた。１９９２年の秋冬では、黒革が多くロ
ング丈のスカート、マキシ丈のコートなどで、ロング
＆リーンのシルエットを打ち出す。禁欲的、中世の修
道士ふうイメージが強い。このときのシーズンは、ロ
ングモードがパリコレのトレンドになり、マルジェラ
がそれを牽引している感があった。
ショーでは、モデルに頭からすっぽりと布をかぶせ
て顔を見えなくさせたこともあり、コレクションには
常に「ひねり」が効いている。また、いつも意表をつ
いた場所でショーをすることでも話題になったり、毎
シーズン、どこで、どんなショーをするのか、楽しみ
でもあり招待状が届くまで一切わからなかったので不
安でもあった。あるときは、メトロの高架下で、ある
いは移民の多く住む地区の商店街で、またセーヌ河岸
にある歴史的建造物、マリー・アントワネットが幽閉
されていた部屋もあるコンシェルジュリー、またある
ときは、２か所で同時開催、しかも１か所では黒のコ
レクション、もう１か所では白のコレクションという
ものであった。バイヤーやジャーナリストは招待券に
記載された場所に出かけたのだが、あとになってわ
かったのは、黒か白のどちらかのコレクションで、半
分だけを見たということになる。コレクションを全部
見た人は一人もいないというわけだ。ショーの場所
は、デザイナーの世界をいかに見せるか、雰囲気づく
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図１０ ９２秋冬マルタン・マ
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図１１ ９２秋冬アン・ドゥム
ルメステール
図１２ ９３秋冬アン・ドゥム
ルメステール
りには重要なポイントとなる。（図１０）
１９９０年前後は、ベルギーのデザイナーが次々とパリ
コレにデビューした時期である。まず、マルタン・マ
ルジェラが１９８９年にデビューを飾り、その後メンズで
ダーク・ビッケンバーグ（後にレディースのパリコレ
でも発表）、ドリス・ヴァン・ノッテン、そしてア
ン・ドゥムルメステールと続いた。彼らはアントワー
プの王立美術アカデミーを１９８１年に卒業した同級生と
して有名だ。クラスは１０人で、そのうち７人がモード
界に進出という少数精鋭のグループである。
アン・ドゥムルメステールは１９８６年、ロンドンコレ
クションに参加し、その後発表の場をパリに移す。数
シーズン、展示会形式でコレクションを発表した後、
１９９２年春夏からパリ・コレクションをスタートさせた。
「私のコレクションにはいつも“コントラスト”が
あります。ソフトな素材と硬い素材、形の上でのコン
トラスト、白と色彩のコントラスト。カットとシル
エットがポイントですから、デコレーションには重点
を置いていません。色はだいたいデコレーションとみ
なしています。同じシルエットで考えると、例えば黒
いジャケットの場合はジャケットそのものを見るけれ
ど、赤いジャケットだとまず赤に目がいってしまいま
す。ですから私の場合、中間色が大事です。」１３）
１９９２年秋冬では、フロックコート、ルダンゴト、
モーニングといったテーラードに崩しを入れ、再構築
したマニッシュスタイルを発表した。着こなしは高い
折襟の白シャツとネクタイ、袖元と裾からのぞかせた
シャツの裾、シガレットパンツやニッカーズ、ジャ
ケット下のベストなど、イメージはアンクロワイヤー
ブル（フランス革命直後、奇抜な格好をした伊達男た
ちの意）で、崩しつつ絶妙なバランスをとっている。
アンドロジナスの雰囲気である。
１９９５春夏になると、ごく薄手の黒い伸縮性のある透
ける合繊のシャツやTシャツなどトップにはシース
ルーが多く、ボトムはさまざまなパンツで、セクシー
に見せ、ほのかなエロティシズムを感じさせ、春夏と
いうシーズンということもあってか、モノトーンの色
使いがシャープでモダンな印象を与えている。服作り
が、素材選びも含めてより軽くなってきている。
アン・ドゥムルメステールの色使いは、どのシーズ
ンも黒が主体になっていることには変わりはない。そ
してマニッシュでシンプルだ。しかし、馴染んだ風合
いの素材になったり、全体にソフトな印象の服になっ
たりと、シーズン毎に変化を遂げている。その変化は
注意深く見ていないと気づきにくいが、アン・ドゥム
ルメステールというスタイルは変わらず、確立してい
る。色はデコレーションと考えているアン・ドゥムル
メステールだが、では、黒の取り合わせにどんな色を
もってきているかを注視することは、そのときのメッ
セージを読み解く鍵になるはずだ。
図１１の写真を見てみよう。メインの黒のマスキュリ
ン・スーツに、白の高い襟元と袖口の白いカフスの
シャツを組み合わせ、ベーシックな黒の中に白で立体
感をつけ、ほんの少しだけベストのグレーを覗かせ
て、全体をモノトーンでまとめている。白の立体的な
使い方と着こなしが、このシーズンの特徴を出してい
る。（図１１、図１２）
ベルギーとオランダは隣同士の国である。フランド
ル地方はベルギー西部、オランダ南部、フランス北部
にかけての地域で、中世には毛織物業を中心に発達
し、ヨーロッパの先進的地域として繁栄した。かつて
１４世紀から黒いラシャを生産していて、当時の貴族や
ブルジョワは贅沢な服として黒を着たという歴史的背
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図１３ ２００１秋冬ヴィクター
＆ロルフ
景がある。
ベルギーのアントワープ派のデザイナーが注目され
た後、今度はオランダが組織した「アーネムの６人」
がパリのオランダ文化会館で１９９４年の秋冬のシーズン
にショーをした。その中のヴィクター＆ロルフが注目
され、南仏のイエールのコンクールでいくつかの賞を
獲得して、その後パリでショーをしている。最初は
オートクチュールのパリコレのときに何シーズンか
ショーをして、しばらくしてからその後はプレタポル
テのコレクションに参加した。
ヴィクター＆ロルフはコンセプチュアルなコレク
ションを作る。毎回凝ったテーマとフォルムで見せ、
演出にも力が入っている。女性の服という印象をあま
りもてないのは、彼らが言っているように女性が着る
服というより、服を構成することが重要だと考えてい
て、それでオブジェのような服になるのだろう。
２００１年秋冬プレタポルテのときは頭、顔のメイクか
ら足の先まで全身すべて真っ黒のコレクションを見せ
た。テーマは「ブラックホール」。目の白さだけが異
様に光り、神秘的というよりは怖いような異様さが目
立ったのであった。（図１３）
この２００１年秋冬のヴィクター＆ロルフのショーは、
パリコレの「黒のモード」の特異なコレクションの一
つとなった。
６ ミニマリズムとヘルムート・ラング
９０年代の初め、デザインが素っ気ないほどシンプル
で、装飾というものが全くなく、それでいて着ている
人（モデル）をカッコ良く引き立てている、そんなコ
レクションを見せたのがヘルムート・ラングだった。
身体のラインをそのまま出してしまう、まるで第二の
肌のようなヘルムート・ラングの服がとても新鮮だっ
た。ヘルムート・ラングはモードの世界で、ミニマリ
スト、彼の服はミニマリズムと言われた。
シンプルとミニマリズムはどこが違うのか？ ヘル
ムート・ラングは言う。「シンプル以前にリッチでな
ければならないというのが私の考え方です。エネル
ギーを集中させてリッチであることを追求していく
と、極限でシンプルに変わる。私にとって、シンプル
とリッチは同義語なのです。」１４）
余分なデコレーションを省いていって、その結果シ
ンプルになったのではない、リッチであることを追求
した結果シンプルになった。そんな思考の過程が服に
表れているから、コレクションを見ると“何か”を感
じるのだ。思考の過程にはデザインだけに限らず、素
材選びや素材の重ね方も重要なポイントになってい
て、ヘルムート・ラングのモードには何かに束縛され
ていない自由さや、新しい時代の息吹といった現代性
が表現されていた。
彼の作る服を見るとシンプルについては徹底してい
る。ぴったりと肌にフィットしたTシャツ感覚の
トップスとその上に羽織るジャケットやコートといっ
た単品のシンプルで伝統的なアイテムがコレクション
のメインを占めるが、シンプルに出来上がるまでの過
程は複雑だ。着易さ、機能性を考慮しながらカット
し、縫製では複雑な工程を経てシンプルに作っている
のだという。
１９９２年春夏では、透ける黒のナイロンのTシャツ
やライクラ・レザーの黒のTシャツ型ドレス（ラン
グふうリトル・ブラック・ドレス）など、定番になっ
た感のあるシースルーとレイヤードが多い。Tシャツ
ドレスのスカート部分にオストリッチの羽をあしらっ
た軽快な服は、ミニマルそのもので、モダンなエレガ
ンスが漂っている。
ヘルムート・ラングは常にモダンなテクノ・ファブ
リックを使っている点にも注目したい。色では必ずし
も黒に重きが置かれているわけではないが、新しいテ
クスチャーの素材を使って、クラシックなカッティン
グをして、パリコレでミニマリズムをトレンドまでに
押し上げてしまった新しい視点を持ったデザイナーと
してここで取り上げた。
素材はストレッチファブリック、絹のように見える
合繊、コットン、ストッキングのようなナイロン、あ
るいはキュプラも使われている。通常、モードの服地
素材としては用いないような素材を、ラングは自分の
感覚に合えば取り入れるのである。合繊やナイロン
を、前述したラングの言うところの“リッチ”な素材
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図１４ ９６春夏ヘルムート・ラング 図１５ ９５秋冬ヘルムー
ト・ラング
図１６ ９５春夏ジャン・
コロナ
図１７ ９５秋冬ジャン・コロナ
にしてしまったのである。
３月のコレクションのとき、「レグゾール」という
小さな袋にたたまれて入った薄くて軽いメタリック加
工されたポリエステルが配られたことがある。これは
冬山や釣り、キャンプのときに寒さ、暑さ、雨よけに
なると説明書きに書かれている。これを袋から出して
ショーに来た人たちが、肩から掛けたり、木製の寒々
した硬い椅子に敷いて膝までもってきたりと、思い思
いのやり方で使い、寒々としたショー会場で効力を発
揮した。ラングの新素材を選ぶ目は、こんなところに
も表れていた。（図１４、図１５）
７ ストリートファッションを率いるジャン・コロナ
ヘルムート・ラングの少し後だが、ほぼ時を同じく
して脚光を浴びたのがジャン・コロナである。両者の
作る服のイメージは全く違うが、あえて共通項を探し
てみると、ベーシックと呼ばれる服との組み合わせを
することであろう。
ジャン・コロナはパリの下町にいる若者ふうのモー
ドで、本人もいつも黒の革ジャンに黒いTシャツに
身を包んだ下町風のムードを持っている。彼の好きな
コレクション会場は、パリの北、モンマルトルの歓楽
街にあるイベント会場「エリーゼ・モンマルトル」だ。
この界隈の街の雰囲気とコレクションの舞台が一体と
なり、まさしくジャン・コロナはインパクトのあるス
トリートファッションの代表になっていった。そのと
き街で起こっていることに合う服、日々の生活の中で
フィットする服という着る側の目線を意識している。
１９９２年春夏では、黒く光るビニールコーティングの
ミニドレス、ライダー風の黒いコンビネゾン、ヒョウ
柄のTシャツにスラッシュを入れた黒のニットの重
ね着やランジェリールックなど、スポーティでパン
キーな雰囲気も醸し出していた。
１９９５年秋冬では、先に触れたエリーゼ・モンマルト
ルの会場に超満員の人を集めてスピード感とエネル
ギー溢れるショーを展開した。ロックミシンで始末し
ただけの軽いつくりがモダンである。透ける合成繊
維、フェイクファー、ワニの型押し合繊レザーを一つ
のスタイリングにまとめ上げて、ミニもロングも両方
を展開した。ピタピタに肌にはりつくシルエットと
ハードなリズムに乗って扇情的に見せるショーは、エ
ネルギーに満ちたものだった。コレクションの内容は
気取らない仕立て、ミニマムなデザイン、退屈ではな
いワイルドなフィーリングなどが、時代の空気をいっ
ぱい吸い込んだ黒のスタイリングとなっていた。（図
１６、図１７）
８ 英国の才能がパリのオートクチュールに
１９９６年春夏オートクチュール・コレクションで、最
も関心の的となったのは、ジョン・ガリアーノによる
初めてのジヴァンシーのコレクションであった。ガリ
アーノはコレクションをつくるとき、いつもテーマを
決めるとそれについて徹底的に調べ上げるという手法
を取るが、このときは「服飾史」を紐解いてまとめた
というコレクションであった。１９世紀末のクリノリ
ン・スタイル、１９２０年代風のウエストを解放したドレ
ス、ムッシュー・ジヴァンシーにオマージュを捧げた
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図１８ ９６春夏ジヴァンシィ
オートクチュール
（ジョン・ガリアーノ）
図１９ ９６秋冬ジヴァンシィ
オートクチュール
（ジョン・ガリアーノ）
図２０ ９７秋冬ディオール オートクチュール
（ジョン・ガリアーノ）
黒のビュスティエ型コンビネゾン、ファッション史上
エポック・メイキングになった黒いスモーキングなど
１９世紀末から１９７０年代までのパリ・オートクチュール
を取り上げた服が発表された。（図１８）（図１９）
その中にはマニッシュなスモーキングやドレープを
入れた黒のテーラードスーツなど一連の黒のスモーキ
ングがあった。これはジョン・ガリアーノのイヴ・サ
ンローランへの敬意の表れであろう。発表されたこれ
らのマニッシュな黒の服は、黒という色ならではのエ
レガントさが見事に表現されているものだった。同時
にオートクチュールのアトリエの手仕事がいかに伝統
に裏づけされた確かなものなのかということがひしひ
しと伝わってきた。それは機械生産でつくるプレタポ
ルテとは明らかに違って、ひと工程ずつ手作業で、
フィッティングをし、フォルムをチェックしながら完
成させていくオートクチュールの丁寧な作りからくる
ものである。
次に続いた秋冬オートクチュールでも服飾史を見る
ようなコレクションだったが、過去を丹念に調べ、そ
の上でモダンに生まれ変わらせていて、ガリアーノの
確かな美を作り上げる才能がほとばしっていた。結
局、２シーズンのコレクション後、ガリアーノはメゾ
ン・クリスチャン・ディオールに移籍して、代わりに
メゾン・ジヴァンシィにはやはり英国人のアレクサン
ダー・マックイーンが担当することになった。
ガリアーノによるクリスチャン・ディオールのコレ
クションは、創設者のムッシュー・ディオールに近い
エスプリを持っていて、オートクチュール界に活気を
もたらした。２回目にあたる１９９７年秋冬オートク
チュールでは、バガテル庭園でショーを開き、マサイ
族やアレクサンドラ王妃にスポットを当て、とりわけ
アレクサンドラ王妃からインスピレーションを得た黒
のシレーヌ・ドレスに繊細でゴージャスの極みを見せ
たビッグアクセサリーをつけた装いは、圧巻であっ
た。（図２０）
１９９６年から９７年に行われた２つのビッグ・メゾンの
クチュリエ交代劇は若い鋭気と伝統の技術とのマリ
アージュで、オートクチュール界に新風を吹き込んだ
のは確かである。
９ シャネルから始まった「リトル・ブラック・ドレス」
ココ・シャネルの「リトル・ブラック・ドレス
（LBD）」（フランス語では「プティット・ローブ・
ノワール」だが、ここでは一般的にいきわたっている
英語の「リトル・ブラック・ドレス」の方を使用する
こととする）は、発表当時、時代の先を見据えた服、
つまり昼間でも、夜の外出にも着られる服として反響
を呼び、以後多くのデザイナーやブランドも取り上げ
て、すっかり現代のモードに定着している。リトルと
いうのは、小さいというよりは控えめなデザインを意
味している。ココ・シャネルが発表したのは１９２６年
で、黒のドレスは当時、女性にとって普通に着られる
ものではなく、喪服として位置づけられていたのに過
ぎなかった。
このシンプルで控えめな黒いドレスが生まれた背景
について触れてみよう。黒い服を着ると個性が沈んで
しまうという言う人がいるが、そんなことはない、と
ココ・シャネルは否定する。それどころか同じような
服を着ると、かえって女性の個性は際立つと考えてい
た。とりわけ夜会という場所では女性たちは競ってド
レスアップをする。するとたくさんの色が氾濫するこ
とになるが、そういう場では黒がいちばん女性を華や
かに見せ、美しく際立って効果を発揮する色であるこ
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図２１ LBDを着たココ・シャネル
図２２ １９２６年に発表
された LBD
図２３ 左のデッサンを再現した LBD
とをココは見抜いていたのである。
ココ自身は早い時期から黒を身につけ、黒の色の魅
力を体現し、その色の魅力をよく知っていた。自分の
ブランドの最も優秀なモデルであり、ファッション
リーダーでもあった。
１９２６年のコレクションで、ココ・シャネルはシンプ
ルを極めたデイタイムのドレスをすべて黒で発表し
た。喪服でも制服でもない、昼夜を問わずいつでも着
ることができるおしゃれな黒いドレスを提案したの
だった。「私の前には誰も黒を着る勇気がなかった」
と語っている。
デイタイムのドレスはウールで、夜用になるとク
レープ・デシン、サテン、ヴェルヴェットといった繊
細で贅沢な素材が使われた。
シンプルな黒いドレスには、これもまたココ・シャ
ネルが生み出したビジュー・ファンテジーと呼ばれる
人工宝石のアクセサリーをつけたり、白い襟やカフス
をつけ、装飾性をプラスしてスタイリングを完成させ
た。ココ・シャネルがシンプルな黒いドレスに身を包
み、ネックレス、ブローチ、大ぶりのパールのイヤリ
ング、エナメル仕上げのカフスブレスレットをつけた
写真が残っている。（図２１）
シャネルがリトル・ブラック・ドレスを発表した初
期の頃の反応は、必ずしもすべてが好意的ではなかっ
た。しかし、アメリカ版 「ヴォーグ」誌はリトル・
ブラック・ドレスが「美的感覚に優れたすべての女性
にとって、一種のユニフォームになるだろう。このド
レスは『シャネル』とサインされた大量生産の黒い
フォードのようだ」という有名なコメントを掲載した。
これはリトル・ブラック・ドレスが大衆のための標準
的な服になるという意味である。絹のクレープ・デシ
ンの身体にフィットする細身のシルエットで長袖のつ
いたシースドレスがページ一面のイラストで紹介され
た。（図２２）
そのイラストをもとに後年、シャネルのアトリエが
制作し、カール・ラガーフェルドが写真を撮った。
（図２３）それを見ると肩からまっすぐ下りたシースド
レス（鞘型のほっそりしたラインのドレス）で、ロウ
ウエストの腰骨の位置で切り替えが入り、トップスに
はV字型に何本もピンタックが施され、スカートに
は逆V字型に同様にピンタックが何本も入っている
デザインとなっている。袖もかなりほっそりとしてい
るのがわかる。写真の方が服の雰囲気はよく伝わって
くるが、黒いドレスなのでディテールのピンタックは
写真では潰れやすい。
シャネルの打ち出したリトル・ブラック・ドレス
は、喪服の色という社会の規範から飛び出し、着る人
を解放し、清楚で華やかな色へと導き、黒のイメージ
をすっかり変えたのである。その後時代は機械化によ
る大量生産、プレタポルテへと大きく軸足を変えてい
くのだが、ココ・シャネルは時代の空気を感じ、誰よ
りも早くそれを自分のデザインに表現したのである。
フランス人のディディエ・リュド氏はビンテージ・
ファッションのコレクターとして有名である。氏はビ
ンテージのオートクチュールやプレタポルテを扱う自
らの名前を冠した「ディディエ・リュド」というブ
ティックを２店舗持っている。共にパレロワイヤル庭
園に面した回廊にあり、ショーウインドウには昔の雑
誌や写真集で見かけるクチュリエの服がいつも飾られ
ていて、散歩のついでに見られるのは本物の服に触れ
るいい機会となる。２店舗のうち１店舗は「プティッ
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図２４ バレンシアガ１９６７年
ト・ローブ・ノワール」のビンテージが多く集められ
ている。
ディディエ・リュド氏が著した「ラ・プティット・
ローブ・ノワール」（英語版は「ザ・リトル・ブラッ
ク・ドレス」）という本があるが、その本には、氏が
収集したリトル・ブラック・ドレス、例えばマダム・
グレが１９４２年に作ったピンドレープのリトル・ブラッ
ク・ドレスや１９５５年のクリスチャン・ディオールのプ
リーツスカートになったリトル・ブラック・ドレス、
１９６７年にバレンシアガが作った黒のガザールの逆三角
形の造形美を見せるリトル・ブラック・ドレス（図
２４）、サンローランがクリスチャン・ディオールのメ
ゾンにいた１９５９年にデザインした布帛とニットを組み
合わせたリトル・ブラック・ドレス、さらに６０年代の
ピエール・カルダンやアンドレ・クレージュのリト
ル・ブラック・ドレスも載っている。
また、リトル・ブラック・ドレスはスターにも愛さ
れたので、女優や歌手が着た写真も掲載されている。
フランスの国民的歌手、エディット・ピアフはクチュ
リエ、ジャック・エイムのリトル・ブラック・ドレス
を着てオランピアの舞台に立ち（１９６１年）（図２５）、カ
トリーヌ・ドヌーヴ（図２６）やマリリン・モンローも
リトル・ブラック・ドレスを着ている写真が載ってい
る。あるいはシャネルのリトル・ブラック・ドレスを
映画「恋人たち」（１９５８年、ルイ・マル監督）の中で
着ているジャンヌ・モロー、またオードリー・ヘップ
バーンは映画の中でもいくつか印象に残るリトル・ブ
ラック・ドレスを着ている。（図２７）
時代がもう少し下って、８０年代以降のリトル・ブ
ラック・ドレスもある。ジッパー使いのシャープな美
しさを見せるクロード・モンタナのリトル・ブラッ
ク・ドレス（１９８９年）（図２８）、ボディラインを美しく
セクシーに表現したティエリー・ミュグレーのリト
ル・ブラック・ドレス（１９８５年）、左右非対称のコム・
デ・ギャルソンのリトル・ブラック・ドレス（１９８７
年）、後ろ開き、後ろ打ち合わせのラップになった
ジャージィのアズディン・アライアの凝ったデザイン
のリトル・ブラック・ドレス（１９８１年秋冬）（図２９）、
三宅一生の素材にイレギュラーにプリーツの凹凸があ
るリトル・ブラック・ドレス（１９９３春夏）（図３０）と
続く。
２０００年に入るとアン・ドゥムルメステールのスポー
図２５ エディット・ピアフ
１９６１年
図２６ カトリーヌ・ドヌーヴ
図２７ オードリー・ヘップ
バーン
図２８ クロード・モンタナ
１９８９年
図２９ アズディン・アライア
１９８１秋冬
図３０ 三宅一生
１９９３年
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ティなランニング型のミニドレスにイレギュラーな
ネット状の粗い目のニットを重ね着したルーズなリト
ル・ブラック・ドレス（２００１年春夏）、前衛的でスト
リート感覚の若々しさとオートクチュールの伝統と洗
練を巧みにマリアージュさせたジョン・ガリアーノに
よるクリスチャン・ディオール（２００１年春夏オートク
チュール）のリトル・ブラック・ドレス、ヘルムー
ト・ラングのスクエアネックのトップスとギャザース
カートのミニマムで透けるリトル・ブラック・ドレス
（２００１春夏）など、第二の肌に近いリトル・ブラッ
ク・ドレスとなっている。
１９２６年から始まって、２０００年代に至るまでのリト
ル・ブラック・ドレスをこうして見てみると、時代の
趨勢とモードの流れがよくわかる。それはいつも革新
的だったココ・シャネルが、まだ日常のおしゃれ着と
して誰も黒を着なかった時代に、初めて黒のデイタイ
ムのドレス、つまりリトル・ブラック・ドレスを打ち
出し、映画が憧れの女優を生み出した時代には女優が
リトル・ブラック・ドレスを着て、またオートク
チュールが全盛期を迎えていた時には、ディオールや
バレンシアガなどのクチュリエがオートクチュールの
リトル・ブラック・ドレスを作った。
８０年代から９０年代にかけてプレタポルテのパリコレ
に勢いがあった時代には、その頃のパリコレを牽引す
る存在だったモンタナやミュグレーが力強く、あるい
はセクシーなリトル・ブラック・ドレスを登場させ
た。
また、三宅一生やコム・デ・ギャルソン、山本耀司
は独自に開発した素材を使ったり、西欧服とは違った
フォルムを持つリトル・ブラック・ドレスを作ってい
るし、ミニマムで第２の肌に近いリトル・ブラック・
ドレスはヘルムート・ラングが作っている。
時代とともに、またファッションとともに多くのデ
ザイナーの手にかかり、時代の空気を吸い込んでリト
ル・ブラック・ドレスは変化を遂げてきた。
１０ イヴ・サンローランの黒、スモーキング
イヴ・サンローランの「黒のモード」といえば、「ス
モーキング」がある。サンローランの卓越した先見性
は、彼の鋭い感受性によって、６０年代、７０年代に数々
の優れたモードを次々と生み出していった。その中の
ひとつに「スモーキング」がある。（スモーキング
smoking とはタキシードの別名で、一般に米語ではタ
キシード、英語ではディナー・ジャケット、フランス
語ではスモーキングと呼ばれる。）
１９６１年、クリスチャン・ディオール店を去ったイ
ヴ・サンローランは自分自身のメゾンを開くことを決
意し、９月に開設した。翌１９６２年１月に第１回コレク
ションを見せた。ショーの作品ナンバーワンに登場さ
せたのは、黒のプティット・ローブ（リトル・ブラッ
ク・ドレス）だった。
このときイヴ・サンローランは２５歳で、それから４
年後の１９６６年秋冬コレクションで初めて「スモーキン
グ」を発表したのである。
「私は、ファッションに大変革をもたらすつもりは
ありません。服は社会の変遷とともに発表するものな
のです」とサンローランは初めてのコレクションを発
表する直前に語っている。１５）そして第１回コレクショ
ンに、白いウールのテーラード、ナチュラルなシャン
タンのテーラードなどテーラードが１１点入っていた。
これらの新作を見て、シンプルで斬新さに欠けると、
ジャーナリズムは落胆した。しかし、前衛的ではない
が、イヴ・サンローランのテーラードは厳格なシル
エットの中に、柔らかなファブリックのブラウスを合
わせることによって硬さと優美さが融和するようなモ
ダンさを秘めていたのである。イヴ・サンローランは
明言している。「私は、女性のために男性の背広に匹
敵するものを作りたい」と。１６）
この理念に沿って、シティ・パンツ、タイユール・
パンタロン（テーラードなパンツ・スーツ）、そして
スモーキングが作られていく。サンローランの「マス
キュリン・フェミニン」の誕生である。
イヴ・サンローランの最初のプレタポルテのブ
ティック「イヴ・サンローラン・リヴ・ゴーシュ」は
１９６６年に左岸のサンジェルマンに開店した。スモーキ
ングを発表したのと同じ年のことである。そしてこの
２年後、フランスの従来の価値観を大きく変えた五月
革命が起きた。時代は大きく揺れていた。
五月革命はサンローランに意識変革をもたらした。
サンローランがサンジェルマン・デ・プレやサンミ
シェル大通りで見た学生たちの姿に強い衝撃を受け、
学生がたむろするカフェに出かけてゆき、いつ果てる
とも知れない議論に耳を傾けた。そして、１８歳から仕
事をしつづけて３２歳になっていたサンローランは、そ
の時自分の青春を振り返った。そして仕事一辺倒だっ
たこと、自分が成功の虜となっていることを痛感した
のだった。サンローランはこれまで以上に若者の側に
立ち、社会の変動の激しいエネルギーを共感してい
た。彼は髭をのばし、流行がすたれることをあらかじ
め計算して発表されるファッションを批判した。
ファッションはみんなが考えているようにオートク
チュールのことではない。社会で起こる事件の方が重
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要だと、五月革命でバリケードを張っていた青年男女
を身近に見て強く感じていたのだった。
そうしてイヴ・サンローランは、ユニセックスの時
代がやってくる、オートクチュールのためにデザイン
するのも、プレタポルテのためにデザインするのも同
じことだ、事実、大金持ちには背を向けたい気持ちだ
と言ってのけるのだった。１７）
ストリートに目を向け、社会の変化を肌で感じてい
たイヴ・サンローランは、時代がどれほど変わったか
に思いをめぐらせた。「仕事を始めた当時は、誰もが
金持ちに見せたがったが、今ではその反対である。
ファッションは饗宴やカーニバルではない。もっと真
剣なものだ」と彼は考える。街ではまだスカートが一
般的ではあるが、イヴ・サンローランのパンツ・スー
ツは広くゆきわたっていた。サンローランが、パンタ
ロンを発明したわけではないが、しかしサンローラン
がパンタロンを素敵なモードにし、女性のワードロー
ブの主役に格上げしたのである。
さて、サンローランのスモーキングを見てみよう。
先に書いたように最初に発表したのは１９６６年秋冬コレ
クションで、今からちょうど５０年前のことである。そ
のときのスモーキングがフランスの「マダム・フィガ
ロ」（新聞FIGAROの土曜版の別冊）が２００２年に「４
着のスモーキングによるサンローランへのオマー
ジュ」というタイトルで興味深い特集を組んだのであ
る。１ページ１体、モノクロームの写真で撮り下ろし
た４ページのファッション・ページである。その４着
のスモーキングは今見ても古さは全く感じられず、時
代を超えた黒のモードである。
その４着のうち２着が最初の年のコレクションのス
モーキングである。ひとつはメンズのスモーキングを
なぞったようなサテンのカマーバンドをつけ、襟元は
蝶ネクタイの代わりにサテンのボウが結ばれているも
の（図３１）、もうひとつはサテンの拝絹をつけた透け
るシルク・モスリンで作ったドレスになったローブ・
スモーキングである。（図３２）
あとの２着は、１９７８年春夏に発表されたスペンサー
とビッグシルエットのパンツが組み合わされたスモー
キング（図３３）と、それから１８年後の１９９６年秋冬コレ
クションで、これぞまさしくサンローランと言える厳
格かつ正統派クラシックの、どこから見てもサンロー
ランとわかるスモーキングが掲載されている。（図３４）
サンローランのスモーキングはオートクチュールで
もプレタポルテでも、何回発表されたか数え切れない
ほど多く登場した。ロングスカートのスモーキング
（１９６８）、テーラードスーツのスモーキング（１９７４）、
プレタポルテでもテーラード・スモーキング（８０秋
冬）、そして同じ年の８０年のオートクチュールには、
何点かのデザインバリエーションを発表していて、い
ずれも襟をヘチマカラーにして、あとは自由にデザイ
ンを変えている（図３５）。ボレロと巻きスカートのス
モーキング（１９８８）黒のヴェルヴェットのビュスティ
エのスモーキング（１９８７秋冬）、インに黒のレースの
ブラウスを組み合わせたスモーキング（１９９０秋冬）な
ど実に多い。
また、サンローランのスモーキングは、あらゆる服
種にも置き換えられた。ドレス、コートドレス、テー
ラードスーツ（フランスではボトムにスカートを合わ
せたテーラードスーツを「タイユール」と呼び、パン
上：図３１ 右：図３２
共に、イヴ・サンローラン
１９６６年秋冬オートクチュール
図３３ イヴ・サンローラン
１９７８年春夏オートクチュール
図３４ イヴ・サンローラン
１９９６年秋冬オートクチュール
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ツ（パンタロン）を合わせたテーラードスーツを「タ
イユール・パンタロン」と呼んでいる）、パルト （ー短
いコート）、ピーコートなどだ。
そしてスモーキングは他のデザイナーにも多大な影
響を与えた。少し具体例を挙げてみよう。１９８２秋冬ク
リスチャン・ディオール・プレタポルテ（マルク・ボ
アン）では、ヴェルヴェットのロングスカートを合わ
せたブルゾン・スモーキング（図３６）とビュスティエ、
セミフレアスカート、ブルゾンの３点を同じ黒のウー
ルで揃えたブルゾン・スモーキング（図３７）が発表さ
れた。
１９９５年秋冬ではティエリー・ミュグレーが細くて長
いシルエットのスモーキングを見せた。このシーズン
のパリコレではジェンダーベンダーが一つのトレンド
になっていて、これはサテンのヘチマカラーで長い
ジャッケットとロングスカートのスモーキングだが、
トレンドに従った言い方をすれば、ジェンダーベン
ダーのテーラードということもできる。（図３８）
いずれにせよ、両性的なデザインであり、呼び方は
時代によって変化してきて、アンドロジナスともユニ
セックスとも言える。
１９９８年春夏ギ・ラロッシュのプレタポルテ（アル
ベール・エルバス）では黒の服が多く発表され、フィ
ナーレでは黒の服を着たモデルが勢ぞろいした（図３９）
が、その黒の服の中に細身でウエストを絞ったカッ
ティングの良いフェミニンなシルエットのスモーキン
グがある。（図４０）
また、２００１年秋冬のオートクチュールでは、クチュ
リエのスモーキングの競演ともいえるシーズンだっ
た。スモーキングを素肌に着て、シンプルなシルエッ
トが際立つイヴ・サンローラン、袖口と裾にフリルを
あしらったフェミニンなエマニュエル・ウンガロ、ス
ペンサーやスポーティなショートパンツのスモーキン
グを打ち出したジヴァンシィ、またバルマンはウエス
トラインを細く絞ったシルエットのスモーキングと、
他にヴェルヴェット、レース、サテンの異素材を使っ
たスモーキングを発表して、多彩なスモーキングが出
揃った。（図４１）
先にも述べたように、イヴ・サンローランが最初に
スモーキングを発表してから半世紀が経つ。それでも
少しも古さを感じないのは、スモーキングという男性
の略礼服が、確立した服種であるからだろう。それを
サンローランが初めて女性の夜の服として取り入れ、
２００１年の時点でこんなにも多くのクチュリエに受け入
れられている（図４１参照）ことは、現代服飾史の上か
らも注目されることである。
左：図３６ 右：図３７
共に１９８２年ディオール プレタポルテ
（マルク・ボアン）
図３８ １９９５秋冬
ティエリー・ミュグレー
図３５ イヴ・サンローラン １９８０年オートクチュール
ヘチマカラーのスモーキングのバリエーション
上：図３９ 右：図４０
共に１９９８春夏ギ・ラロッシュ
（アルベール・エルバス）
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図４１ ２００１秋冬オートクチュール・コレクション
各クチュリエのスモーキング
１１ 終わりに
プレタポルテの黎明期である１９７０年代後半からパリ
コレにおける「黒のモード」を振り返ってみたが、「黒
と時代性」についてまではまだ踏み込めていない。こ
の稿では「黒」という色がパリコレのモードの中で注
目され、重要な位置を占め、モードの流れとともにど
んなデザイナーがエポック・メイキングとなったかと
いう点に重点を置いた。
文中似たような言葉をいくつか使ったが、それには
理由がある。モードは流行と訳されるが、「流れ行く」
と表記するように、同じようなモードが再び登場した
時、それは流れ行ってしまったものとは微妙に違うも
のである。それをどのように言葉で表現するかに苦心
する。その結果、似た言葉を使うことで、その違いの
ニュアンスを伝えたいと考える次第である。
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